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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　進化型ノード基地局（ｅＮＢ）であって、
　無線通信ネットワークを介して、ユーザ機器（ＵＥ）と通信する通信モジュールと、
　前記通信モジュールを介して、１つ以上の次のマルチメディアブロードキャストマルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ）が提供されるキャリア及び前記ＵＥによって用いられるキ
ャリア選択モードの指標を特定するＭＢＭＳアシスト情報を前記ＵＥに対して送信するＭ
ＢＭＳモジュールと
　を備え、
　前記キャリア選択モードは、複数のＭＢＭＳを提供する複数のキャリアの選択を優先す
る第１の選択モード、及び、前記キャリアがＭＢＭＳを送信しているかどうかに関係がな
く信号品質に基づいて複数のキャリアの選択を優先する第２の選択モードのうちの選択さ
れた１つであるｅＮＢ。
【請求項２】
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、前記キャリアを特定する周波数を含む、請求項１に記載
のｅＮＢ。
【請求項３】
　前記ＭＢＭＳアシスト情報はさらに、前記キャリアが非ＭＢＭＳアクセスのために制限
されているかどうかを示す、請求項１又は２に記載のｅＮＢ。
【請求項４】
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　前記１つ以上のＭＢＭＳは、別のｅＮＢによって提供される、請求項１から３の何れか
一項に記載のｅＮＢ。
【請求項５】
　前記ｅＮＢは、前記別のｅＮＢより低い送信電力を有する、請求項４に記載のｅＮＢ。
【請求項６】
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、システム情報ブロック伝送信号に含まれる、請求項１か
ら５の何れか一項に記載のｅＮＢ。
【請求項７】
　前記ＭＢＭＳモジュールは、前記キャリアに低度の混雑がある場合に、前記第１の選択
モードを選択し、前記キャリアに重度の混雑がある場合に、前記第２の選択モードを選択
する、請求項１から６の何れか一項に記載のｅＮＢ。
【請求項８】
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、別のｅＮＢによって送信されたＭＢＭＳについての情報
を含む、請求項１から７の何れか一項に記載のｅＮＢ。
【請求項９】
　コンピュータに、
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）が送信される１
つ以上のＭＢＭＳキャリアの周波数、ＵＥによって用いられるキャリア選択モードの指標
、及び前記ＭＢＭＳキャリアに対する非ＭＢＭＳアクセスが許可かれているかどうかの指
標を含むＭＢＭＳアシスト情報を進化型ノード基地局（ｅＮＢ）から取得することと、こ
こで、前記キャリア選択モードは、複数のＭＢＭＳを提供する複数のキャリアの選択を優
先する第１の選択モード、及び、前記キャリアがＭＢＭＳを送信しているかどうかに関係
がなく信号品質に基づいて複数のキャリアの選択を優先する第２の選択モードのうちの選
択された１つであり、
　前記キャリア選択モードが前記第２の選択モードである場合に、信号品質に基づいて、
ユニキャストサービスに対してＭＢＭＳ搬送キャリア又は非ＭＢＭＳキャリアを選択する
ことと、
　受信した前記ＭＢＭＳアシスト情報に基づいて１つ以上の目的のＭＢＭＳにアクセスす
ることと
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　前記ＭＢＭＳは、別のｅＮＢによって、前記１つ以上のＭＢＭＳキャリア上で送信され
る、請求項９に記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、別のｅＮＢによって送信されたＭＢＭＳについての情報
を含む、請求項９又は１０に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願］
　本願は、「ADVANCED WIRELESS COMMUNICATION SYSTEMS AND TECHNIQUES」との名称の２
０１１年９月３０日出願の米国特許仮出願６１/５４２，０８６の優先権を主張する「MUL
TICAST/BROADCAST SERVICE CONTINUITY IN MULTI-CARRIER NETWORKS」との名称の２０１
２年６月２５日出願の米国特許出願１３/５３１，８４８号の優先権を主張するものであ
り、当該出願の全体は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明の形態は、概して通信の分野に関し、より具体的には、無線通信ネットワークに
おけるマルチキャスト／ブロードキャストサービス継続性に関する。
【背景技術】
【０００３】
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　無線通信ネットワークは、複数のユーザ機器（ＵＥ）に対してメディア及び／又はその
他の伝送信号を放送するために、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス（ＭＢＭＳ）を用いる場合がある。ある場合には、ＭＢＭＳは、マルチキャリアネット
ワークにおける幾つかのキャリア上だけに提供されうる。そのようなネットワークにおい
てＵＥに対してサービス継続性を維持することは困難でありうる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　本実施形態は、添付の図面に関連した以下の詳細の記載により容易に理解できるであろ
う。説明を促進する目的で、同じ参照番号は同じ構成要素を示す。本形態は、例示のため
のものであり、添付の図面に示されたものに限定されるものではない。
【０００５】
【図１】さまざまな形態に準じた無線通信ネットワークを概略的に示す。
【図２】さまざまな形態に準じたユーザ機器を示すブロック図を示す。
【図３】さまざまな形態に準じた基地局を示すブロック図を示す。
【図４】さまざまな形態に準じた、ユーザ機器によって実行されうるマルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を支援する方法を示すフロー図を示す
。
【図５】さまざまな形態に準じた、基地局によって実行されうるＭＢＭＳを管理する方法
を示すフロー図を示す。
【図６】さまざまな形態に準じた、例示システムを概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本開示で説明される複数の形態は、これらに限定されないが、無線通信ネットワークに
おけるマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）のサービス
継続性のための方法、システム、コンピュータ可読メディア及び装置を含む。
【０００７】
　複数の形態のさまざまな側面は、その他の当業者に作業の本質を伝えるべく、当業者に
よって一般的に使用される用語を用いて記載される。しかしながら、記載された側面の幾
つかだけを用いた実施例の変形が実施されうることは当業者であれば明らかであろう。説
明の目的で、実施例の十分な理解を提供するために、具体的な数、材料及び構成を規定す
る。しかしながら、実施例の変形が具体的な詳細なしで実施されうることは当業者にとっ
て明らかであろう。他の例では、実施例を不明確にしない目的で、公知の特徴は省略又は
簡略化される。
【０００８】
　また、実施例の理解にもっとも役立つように、さまざまな動作は、複数の個別の動作と
して記載される。しかしながら、記載の順序は、これらの動作が必ずしもこの順序に依存
しているとは解釈されるべきではない。特に、これらの動作は、開示した順序で実行され
る必要はない。
【０００９】
　「幾つかの形態では」との表現を繰り返し用いる。当表現は、通常同じ形態を表しては
いないが、同じ形態を表していてもよい。「備える」、「有する」及び「含む」との語句
は、そうでないと示していない限りは同義的である。「Ａ及び／又はＢ」との表現は、（
Ａ）、（Ｂ）又は（Ａ及びＢ）であることを意味する。「Ａ／Ｂ」との表現は、「Ａ及び
／又はＢ」との表現と同様に、（Ａ）、（Ｂ）又は（Ａ及びＢ）であることを意味する。
「Ａ、Ｂ及びＣの少なくとも１つ」との表現は、（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ａ及びＢ）
、（Ａ及びＣ）、（Ｂ及びＣ）、又は（Ａ、Ｂ及びＣ）であることを意味する。「（Ａ）
Ｂ」との表現は、（Ｂ）又は（Ａ及びＢ）であること、すなわち、Ａは任意であることを
意味する。
【００１０】
　具体的な形態をここでは説明及び記載するが、本開示の形態の範囲を逸脱しない範囲に
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おいて、幅広い変形及び／又は同等の実施が、説明及び記載された具体的な形態の代用と
なることは当業者であれば理解できるであろう。本出願は、ここに記した形態の適応又は
変形を包含することを意図している。よって、本開示の形態は、請求項及びその同等物に
よって限定されることを明確に意図している。
【００１１】
　ここで用いているように、「モジュール」との語句は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、電子回路、１つ以上のソフトウェア又はファームウェアプログラムを実行するプロ
セッサ（共用、専用又は群）及び／又はメモリ（共用、専用又は群）、ロジック回路の組
み合わせ、及び／又は記載された機能を提供するその他の適したコンポーネントを含んで
もよく、それらの一部であってもよい。
【００１２】
　図１に、さまざまな形態に準じた無線通信ネットワーク１００を概略的に示す。無線通
信ネットワーク１００（以下「ネットワーク１００」）は、進化型ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ）等の第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）ネットワークのアクセスネットワークであってよい。ネットワーク１
００は、ユーザ機器（ＵＥ）１０８との無線通信を行うための進化型ノード基地局（ｅＮ
Ｂ）１０４等の基地局を含んでもよい。
【００１３】
　少なくとも最初は、ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０８との確立された無線接続を有してもよ
い。ネットワーク１００はまた、ｅＮＢ１１２等の１つ以上の追加のｅＮＢを含んでもよ
い。複数のｅＮＢのそれぞれは概して、互いに同一の送信電力能力を有してもよく、或い
は、複数のｅＮＢのいくつかは、比較的低い送信電力能力を有してもよい。例えば、１つ
の形態では、ｅＮＢ１０４は、第１のエリア１１６内でＵＥ１０８と通信するためのピコ
ｅＮＢ、フェムトｅＮＢ及び／又はホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）等の比較的低電力の基地局
であってもよく、ｅＮＢ１１２は、第１のエリア１１６よりも大きい第２のエリア１２０
内で通信するためのマクロｅＮＢ等の比較的高電力の基地局であってもよい。幾つかの形
態では、ｅＮＢ１０４は、閉じられた加入者グループｅＮＢであってもよい。
【００１４】
　図２に示されたとおり、ＵＥ１０８は、通信モジュール２２４及びＭＢＭＳモジュール
２２８を備えてもよい。通信モジュール２２４はまた、ネットワーク１００を介して無線
通信を行うためにＵＥ１０８の複数のアンテナ２３２の１つ以上に結合されてもよい。
【００１５】
　ＵＥ１０８は、適した数のアンテナ２３２を含んでもよい。本開示の範囲はこれに限定
されないが、さまざまな形態では、ＵＥ１０８は、ｅＮＢ１０４及び／又は１１２からＵ
Ｅ１０８によって受信される同時空間レイヤ又はストリームの数と少なくとも同じ数のア
ンテナ２３２を含んでもよい。同時空間レイヤ又はストリームの数はまた、伝送信号ラン
クまたは単にランクと称されてもよい。
【００１６】
　１つ以上のアンテナ２３２は、送信アンテナ又は受信アンテナとして交互に用いられて
もよい。或いは又は加えて、１つ以上のアンテナ２３２は、受信専用アンテナ又は送信専
用アンテナであってもよい。
【００１７】
　図３に示されたとおり、ｅＮＢ１０４は、少なくとも図示されたように、互いに結合さ
れた通信モジュール３３６及びＭＢＭＳモジュール３４０を含んでもよい。通信モジュー
ル３３６はまた、ｅＮＢ１０４の複数のアンテナ３４４の１つ以上に結合されてもよい。
通信モジュール３３６は、１つ以上のＵＥ（ＵＥ１０８等）と通信（送信及び／又は受信
等）してもよい。本開示の範囲はこれに限定されないが、さまざまな形態では、ｅＮＢ１
０４は、ＵＥ１０８に送信される同時伝送ストリームの数と少なくとも同じ数のアンテナ
３４４を含んでもよい。１つ以上のアンテナ３４４は、送信アンテナ又は受信アンテナと
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して交互に用いられてもよい。或いは又は加えて、１つ以上のアンテナ３４４は、受信専
用アンテナ又は送信専用アンテナであってもよい。或いは又は加えて、１つ以上のアンテ
ナ３４４は、１つ以上のセル１１６ａ～ｃにおける通信を交互に行ってもよい。
【００１８】
　幾つかの形態では、ｅＮＢ１１２は、ｅＮＢ１０４と同様のモジュール／コンポーネン
トを有してもよい。
【００１９】
　さまざまな形態では、ｅＮＢ１０４のＭＢＭＳモジュール３４０は、通信モジュール３
３６を介して、ＭＢＭＳアシスト情報をＵＥ１０８に送信してもよい。幾つかの形態では
、ＭＢＭＳアシスト情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）伝送信号に含まれてもよい
。ＭＢＭＳアシスト情報は、１つ以上の次のＭＢＭＳを提供するキャリアを特定してもよ
い。幾つかの形態では、ＭＢＭＳアシスト情報は、キャリアを特定するための周波数指標
を含んでもよい。周波数指標は、キャリアの周波数の数値及び／又はキャリアに対応する
指標であってもよい。
【００２０】
　ＭＢＭＳアシスト情報はまた、ＵＥ１０８によって用いられるキャリア選択モードの指
標を含んでもよい。幾つかの形態では、キャリア選択モードは、複数のＭＢＭＳを提供す
る複数のキャリアの選択を優先する第１の選択モード、又は、（例えば、キャリアがＭＢ
ＭＳを提供するかどうかに関係がなく）信号品質に基づいて複数のキャリアを優先する第
２の選択モードであってもよい。このキャリア選択モード指標は、キャリアの負荷を管理
するために用いられてもよい。どちらの選択モードでも、ＵＥ１０８は、「ベストエフォ
ート」に基づいてＭＢＭＳを受信してもよい。
【００２１】
　例えば、ＭＢＭＳ搬送キャリアに低度の混雑がある場合には、キャリア選択モードは、
第１の選択モードに設定されてもよく、ＵＥ１０８がＭＢＭＳを受信することを望んでい
る場合には、ＵＥ１０８は、ＭＢＭＳ搬送キャリアを優先してもよい。ＵＥ１０８はまた
、ＭＢＭＳ搬送キャリア上でユニキャストサービスを受信してもよい。重度の混雑がある
場合には、キャリアがＭＢＭＳを送信しているかどうかに関係がなくＵＥ１０８が信号品
質に基づいて複数のキャリアを優先することができるように、キャリア選択モードは、第
２の選択モードに設定されてもよい。この場合、ＵＥ１０８は、例えば相対的信号品質に
基づいて、ユニキャストサービスに対してＭＢＭＳ搬送キャリア又は非ＭＢＭＳキャリア
を選択してもよい。ＵＥ１０８はさらに、例えば、ＵＥ１０８がユニキャストサービスの
ためにＭＢＭＳ搬送キャリアを選択し、及び／又はＵＥ１０８がＭＢＭＳを受信するため
に別の受信機を有している場合には、「ベストエフォート」に基づいてＭＢＭＳを受信し
てもよい。
【００２２】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳアシスト情報はまた、キャリアが非ＭＢＭＳアクセスのた
めに制限されているかどうかについての非ＭＢＭＳ制限指標を含んでもよい。キャリアが
非ＭＢＭＳアクセスのために制限されている場合には、ＵＥ１０８は、そのキャリア上で
ＭＢＭＳ伝送信号を受信してもよいが、そのキャリア上でＭＢＭＳを送信するセル（ｅＮ
Ｂ１１２等）とは相互作用しなくてもよい。これにより、ＭＢＭＳ搬送キャリア上の負荷
の管理及び／又はサービス提供ｅＮＢ（ｅＮＢ１０４等）とＭＢＭＳ送信ｅＮＢ（ｅＮＢ
１１２等）との間の協力が促進されうる。
【００２３】
　幾つかの形態では、ｅＮＢ１０４から送信されたＭＢＭＳアシスト情報は、別のｅＮＢ
（ｅＮＢ１１２等）によって送信されたＭＢＭＳについての情報を含んでもよい。１つの
形態では、ネットワーク１００は、（ユニキャストサービスの提供に加え）ＭＢＭＳを送
信する高電力ｅＮＢ（図１のｅＮＢ１１２等）と、ユニキャストサービスは提供するがＭ
ＢＭＳは送信しない低電力ｅＮＢ（図１のｅＮＢ１０４等）とを含んでもよい。ＵＥ１０
８は、ｅＮＢがＭＢＭＳを提供するかどうかを示すＭＢＭＳアシスト情報を、ネットワー
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ク１００のｅＮＢの何れかから受信してもよい。例えば、ＵＥ１０８は、ＵＥ１０８と現
時点で関連しているサービス提供ｅＮＢからＭＢＭＳアシスト情報を受信してもよい。こ
れにより、ＵＥ１０８に対するサービス継続性が促進されうる。
【００２４】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳアシスト情報は、複数の交互ＭＢＭＳ搬送キャリアに対す
る情報を含んでもよい。複数の交互ＭＢＭＳ搬送キャリアは、同一のｅＮＢ又は異なるｅ
ＮＢによって送信されてもよい。
【００２５】
　幾つかの形態では、ｅＮＢ１０４は、ｅＮＢ１０４に関連したプロバイダとは異なる無
線通信プロバイダによって送信されたＭＢＭＳに対するＭＢＭＳアシスト情報を送信して
もよい。例えば、ｅＮＢ１０４は、第１のプロバイダに関連してもよく、ｅＮＢ１１２は
、第２のプロバイダに関連してもよい。第１のプロバイダは、第２のプロバイダが第１の
プロバイダの顧客に対してＭＢＭＳを提供することについて第２のプロバイダと合意して
いてもよい。よって、ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０８が利用可能である第２のプロバイダに
よって送信されるＭＢＭＳに対するＭＢＭＳアシスト情報を送信してもよい。
【００２６】
　幾つかの形態では、サービス提供ｅＮＢ１０４によってＵＥ１０８に送信される、別の
ｅＮＢ（ｅＮＢ１１２等）によって搬送されるＭＢＭＳについてのＭＢＭＳアシスト情報
はまた、ＬＴＥリリース９及びＬＴＥリリース１０に規定されているように、ＳＩＢ１３
に取得される情報を含んでもよい。その場合、ＵＥ１０８は、サービス提供ｅＮＢ１０４
から取得された情報を用いて、ホストｅＮＢ１１２上のＭＣＨのロケーションを直接見つ
けてもよく、ホストｅＮＢ１１２からのシステム情報を読み出さずにそれを処理してもよ
い。
【００２７】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関係情報は、１つ以上の交互キャリアに対する含まれた情
報の関連性を示すことによって、ＳＩＢ１３のエクステンションを用いて、サービス提供
ｅＮＢ１０４によって送信されてもよい。
【００２８】
　さまざまな形態では、ＵＥ１０８（通信モジュール２２４に関連したＭＢＭＳモジュー
ル２２８等）は、ｅＮＢ１０４に対して、ＭＢＭＳ関心指標メッセージを送信してもよい
。幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ラジオリソースコントロール（Ｒ
ＲＣ）信号伝達を介して送信されてもよい。
【００２９】
　ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＵＥが受信を望んでいる１つ以上の目的のＭＢＭＳに
関係した情報を含んでもよい。幾つかの形態では、ＵＥは、ネットワーク１００に提供さ
れる次のＭＢＭＳに関係した情報を含む電子サービスガイドを受信してもよい。ＵＥは、
電子サービスガイドに含まれた次のＭＢＭＳから１つ以上の目的のＭＢＭＳを選択しても
よい。
【００３０】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、個別の目的のＭＢＭＳの周波数を
含んでもよい。ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、目的のＭＢＭＳの周波数を含む周波数フ
ィールドを含んでもよい。幾つかの形態では、複数のＭＢＭＳは、同一のキャリア周波数
上で提供されてもよい。或いは、目的のＭＢＭＳが存在しない場合には、周波数フィール
ドは、ヌル値を含んでもよい。
【００３１】
　さまざまな形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＭＢＭＳ搬送キャリアのどのサ
ブフレームがＭＢＭＳを送信することに用いられているかに関係した情報を含んでもよい
。例えば、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、マルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリア識別情報、テンポラリモバイルグループ識別情報（Ｔ
ＭＧＩ）及び／又は目的のＭＢＭＳのサービス識別情報等の１つ以上のＭＢＭＳ識別子を
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含んでもよい。或いは又は加えて、メッセージ上のＭＢＭＳ関心指標は、目的のＭＢＭＳ
が送信されるキャリア周波数の複数のサブフレームを特定するためのマルチキャストチャ
ネル（ＭＣＨ）情報を含んでもよい。
【００３２】
　ｅＮＢ１０４は、目的のＭＢＭＳの伝送によってキャリア周波数のどのサブフレームが
占有されているかを定めるＭＢＭＳ識別子及び／又はＭＣＨ情報を用いてもよい。ｅＮＢ
１０４は、ＭＢＭＳ関心指標メッセージの内容に基づいて、スケジューリング決定をして
もよく、及び／又は、周波数間測定を設定してもよい。例えば、幾つかの形態では、ｅＮ
Ｂ１０４は、目的のＭＢＭＳに対して用いられていないキャリア周波数のサブフレーム上
でＵＥ１０８に対するその他の伝送及び／又は測定（周波数間測定等）をスケジューリン
グしてもよい。
【００３３】
　幾つかの形態では、ＵＥ１０８は、ＭＢＭＳとユニキャストサービスを処理するために
同一のプロセッサリソースを用いてもよい。ｅＮＢ１０４は、スケジューリング決定をす
るときに、この点を考慮してもよい。例えば、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＵＥ１０
８の処理力のうちの目的のＭＢＭＳのために消費されている／残存している及び／又は消
費／残存することが予想される割合を示してもよい。加えて又は或いは、ＵＥ１０８は、
ＵＥ１０８が同時に受信するＭＢＭＳのサービスの数が幾つであるか（１又は２等）を示
してもよい。
【００３４】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＵＥ１０８のデータ処理能力のレ
ベルを示すためにデータ処理ヘッドルーム情報要素を含んでもよい。例えば、データ処理
ヘッドルーム情報要素は、（例えばＭＣＨ受信のために）ＵＥ１０８がデータ処理能力の
閾値に達しているかどうか否かを示すブール値を含んでもよい。或いは、データ処理ヘッ
ドルーム情報要素は、ユニキャストデータに対してＵＥ１０８に残存しているデータ処理
能力の程度を示すために複数ビットを含んでもよい。
【００３５】
　ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０８に対して、ＵＥ１０８の全データ処理力を超えてしまうで
あろうＭＢＭＳと同時にユニキャストデータをスケジューリングすることを避けるために
、データ処理能力情報を用いてもよい。幾つかの形態では、全データ処理力は、ＵＥ種類
／能力の一部としてｅＮＢ１０４に個別に示される。
【００３６】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＵＥ１０８がＭＢＭＳ搬送キャリ
ア周波数上でユニキャストサービスを受信する能力があるかどうかを示すためにＭＢＭＳ
選択指標を含んでもよい。ｅＮＢ１０４は、ＵＥ１０８に対するスケジューリング決定の
ためにこの指標を用いてもよい。
【００３７】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標は、ユニキャストサービスを受信することよりも
目的のＭＢＭＳを受信することがＵＥ１０８の優先であることを特定するための優先指標
を含んでもよい。幾つかの形態では、優先指標は、ＵＥ１０８のユーザによって設定され
てもよい。
【００３８】
　幾つかの形態では、優先指標は、ＭＢＭＳが優先されるのか又はユニキャストサービス
が優先されるのかどうかを示す１ビットであってもよい。その他の形態では、優先指標は
、複数の優先レベルを表すために複数のビットを含んでもよい。例えば、２ビットの優先
指標が、ＵＥ１０８に対して４つの優先レベルの１つを示すために用いられてもよい。
【００３９】
　４つの優先レベルは、ＵＥ１０８がＭＢＭＳだけを受信することができ、全ての非ＭＢ
ＭＳからは切り離される第１の優先レベルを含んでもよい。よって、全ての非ＭＢＭＳが
、ネットワーク１００によって取り除かれてもよく、ＵＥ１０８は、ネットワーク１００
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から切り離されているとみなされてもよい。ＵＥ１０８は、ネットワーク１００に再接続
する再接続処理を実行してもよく、及び、ユニキャストサービスを再開してもよい。
【００４０】
　第２の優先レベルでは、ＭＢＭＳは、アイドル状態のユニキャストに対して優先されて
もよい。第２の優先レベルでは、全ての継続中の非ＭＢＭＳは、ネットワーク１００によ
って取り除かれてもよく、及び、ＵＥ１０８はアイドルモードに入ってもよい。呼び出し
メッセージがまた、（例えば優先サービスのために）ＵＥ１０８によって受信されてもよ
い。
【００４１】
　第３の優先レベルでは、ＭＢＭＳは優先されてもよいが、ＵＥ１０８は、ベストエフォ
ートに基づいてユニキャストサービスを維持してもよい。ネットワーク１００は、ＵＥ１
０８との全ての保障ビットレート（ＧＢＲ）接続を取り除いてもよい。
【００４２】
　第４の優先レベルでは、ＭＢＭＳは、低い優先度が与えられてもよい（例えば、ユニキ
ャストが、ＭＢＭＳに比べて優先されてもよい）。ＧＢＲサービスを含めて、ユニキャス
トサービス上で影響が無い場合だけに、ＭＢＭＳは受け入れられてもよい。
【００４３】
　幾つかの形態では、１つの優先指標は、メッセージに含まれる目的のＭＢＭＳの全てに
適用するＭＢＭＳ関心指標メッセージに含まれてもよい。その他の形態では、ＭＢＭＳ関
心指標メッセージは、個別の目的のＭＢＭＳに対して別箇の優先指標を含んでもよい。
【００４４】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標はまた、複数の目的のＭＢＭＳの間で相対的優先
度を示してもよい。例えば、複数の目的のサービスは、それらの優先度の順番でＭＢＭＳ
関心指標メッセージ内に列挙されてもよい。
【００４５】
　さまざまな形態では、ＵＥ１０８は、１つ以上の条件が満たされた場合だけに、ＭＢＭ
Ｓ関心指標メッセージをｅＮＢ１０４に送信してもよい。例えば、目的のＭＢＭＳが、Ｕ
Ｅに現時点でサービスを提供している１つ以上のサービス提供セルの何れか上で提供され
ていない場合に、ＵＥの全ての受信機が、サービス提供セルからの伝送信号を受信するこ
とに現時点で用いられている場合に、及び、ユニキャストが、目的のＭＢＭＳのキャリア
周波数上で許可されている場合に、ＵＥ１０８は、ＭＢＭＳ関心指標メッセージを送信し
てもよい。目的のＭＢＭＳの特定及び／又は優先度が変更された場合に、ＵＥ１０８は、
別のＭＢＭＳ関心指標メッセージを送信してもよい。ＭＢＭＳ関心指標メッセージの伝送
信号の周波数を制限することで、信号の混雑性を低減しうる。
【００４６】
　加えて又は或いは、ＵＥ１０８の残存データ処理能力に対して変化があった場合に（例
えば、ＵＥ１０８が１つ以上のＭＢＭＳ伝送信号を受信することを止めた場合）、ＵＥ１
０８は、データ処理ヘッドルーム情報要素を含むＭＢＭＳ関心指標メッセージを送信して
もよい。幾つかの形態では、その変化が閾値量より大きい場合だけに、ＵＥ１０８は、Ｕ
Ｅ１０８のデータ処理能力に対する変化についてｅＮＢ１０４を更新してもよい。加えて
又は或いは、閾値は、その値を下回ると処理能力に対する変化をｅＮＢ１０４に対して指
標しないであろう値に設定されてもよい。
【００４７】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳ関心指標メッセージによって示される１つ以上のパラメー
タは、ソースｅＮＢからターゲットｅＮＢまでのＵＥ１０８のハンドオーバ中に、ソース
ｅＮＢからターゲットｅＮＢに伝えられてもよい。
【００４８】
　図４に、さまざまな形態に準じたＭＢＭＳを支援する方法４００を示す。方法４００は
、ＵＥ１０８等のＵＥによって実行されてもよい。幾つかの実施形態では、実行された場
合に、ＵＥに方法４００を実行させる命令を有する１つ以上のコンピュータ可読メディア
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を、ＵＥは含んでもよく及び／又は当該コンピュータ可読メディアにアクセスしてもよい
。
【００４９】
　４０４において、ＵＥは、ｅＮＢ（ｅＮＢ１０４等）からＭＢＭＳアシスト情報を受信
してもよい。幾つかの形態では、ＭＢＭＳアシスト情報は、ＳＩＢ伝送信号に含まれても
よい。ＭＢＭＳアシスト情報は、ＭＢＭＳが送信される１つ以上のＭＢＭＳキャリアの周
波数、ＵＥによって用いられるキャリア選択モードの指標、及び、ＭＢＭＳキャリアに対
する非ＭＢＭＳのアクセスが許可されているかどうかの指標を含んでもよい。キャリア選
択モードは、複数のＭＢＭＳを提供する複数のキャリアの選択を優先する第１の選択モー
ド、又は、信号品質に基づいて複数のキャリアを優先する第２の選択モードであってもよ
い。
【００５０】
　幾つかの形態では、ＭＢＭＳキャリアは、ＵＥがＭＢＭＳアシスト情報を受信するｅＮ
Ｂとは異なるｅＮＢによって送信されてもよい。例えば、ＵＥは、サービス提供ｅＮＢか
らＭＢＭＳアシスト情報を受信してもよい。サービス提供ｅＮＢは、ＭＢＭＳキャリアを
送信してもよく、又は送信しなくてもよい。幾つかの形態では、サービス提供ｅＮＢは、
比較的低電力のｅＮＢ（ピコｅＮＢ及び／又はＨｅＮＢ等）及び／又は閉じられた加入者
グループｅＮＢであってもよい。４０８において、ＵＥは、受信したＭＢＭＳアシスト情
報に基づいて１つ以上のＭＢＭＳを受信してもよい。ＵＥは、ＵＥが受信を望む１つ以上
の目的のＭＢＭＳを選択してもよい。例えば、目的のＭＢＭＳは、ＵＥのユーザによって
選択されてもよい。次に、ＵＥは、目的のＭＢＭＳを受信するためにＭＢＭＳアシスト情
報に含まれた情報を用いてもよい。
【００５１】
　図５に、さまざまな形態に準じた、ＵＥ（ＵＥ１０８等）を用いたＭＢＭＳを管理する
方法５００を示す。方法５００は、ｅＮＢ１０４等のｅＮＢによって実行されてもよい。
幾つかの実施形態では、実行された場合に、ｅＮＢに方法５００を実行させる命令を有す
る１つ以上のコンピュータ可読メディアを、ｅＮＢは含んでもよく及び／又は当該コンピ
ュータ可読メディアにアクセスしてもよい。
【００５２】
　５０４において、ｅＮＢは、ＵＥが受信を望んでいる目的のＭＢＭＳに関係した情報を
含むＭＢＭＳ関心指標メッセージをＵＥから受信してもよい。例えば、ＭＢＭＳ関心指標
メッセージは、目的のＭＢＭＳに対して用いられているＭＢＭＳキャリアのリソース（サ
ブフレーム等）を特定するＭＣＨ情報を含んでもよい。ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、
目的のＭＢＭＳが送信されるＭＢＭＳキャリアの周波数を特定する周波数フィールドを含
んでもよい。幾つかの形態では、周波数フィールドは、ＵＥに対する目的のＭＢＭＳが存
在しないこと、又は、継続中のサービスから次のＭＢＭＳに至るまで如何なるものに対し
てもＵＥがもはや関心を持たないことを示すヌル値を含んでもよい。
【００５３】
　ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ここで説明するような情報をさらに含んでもよい。例
えば、ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＭＢＳＦＮエリア識別情報、ＴＭＧＩ及び／又は
目的のＭＢＭＳのサービス識別情報を含んでもよい。加えて又は或いは、ＭＢＭＳ関心指
標メッセージは、ＵＥに対するユニキャストサービスを受信することに比べて目的のＭＢ
ＭＳを受信することを優先することを特定する優先指標を含んでもよい。
【００５４】
　幾つかの形態では、ここで記したように、１つ以上の条件が満たされた場合に、ＭＢＭ
Ｓ関心指標メッセージは送信されてもよい。ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ＲＲＣ信号
伝達を介して受信されてもよい。
【００５５】
　５０８において、ｅＮＢは、ＭＢＭＳ関心指標メッセージに基づいてＵＥとの通信を管
理してもよい。例えば、ｅＮＢは、目的のＭＢＭＳに対するＭＣＨが送信されていないＭ
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ＢＭＳキャリアのリソースについてのＵＥに対する伝送及び／又は測定をスケジューリン
グしてもよい。
【００５６】
　ここに記したｅＮＢ１０４／１１２及び/又はＵＥ１０８は、所望の設定をするために
適したハードウェア及び／又はソフトウェアを用いてシステムの中に実施されてもよい。
図６に、１つの形態に対する、１つ以上のプロセッサ６０４、プロセッサ６０４の少なく
とも１つに結合されたシステム制御ロジック６０８、システム制御ロジック６０８に結合
されたシステムメモリ６１２、システム制御ロジック６０８に結合された不揮発性メモリ
（ＮＶＭ）／ストレージ６１６、システム制御ロジック６０８に結合されたネットワーク
インターフェース６２０、システム制御ロジック６０８に結合された複数の入力／出力（
Ｉ／Ｏ）デバイス６３２を備える例示システム６００を示す。
【００５７】
　プロセッサ６０４は、１つ以上のシングルコア又はマルチコアプロセッサを含んでもよ
い。プロセッサ６０４は、汎用プロセッサ及び専用プロセッサ（グラフィックスプロセッ
サ、アプリケーションプロセッサ、ベースバンドプロセッサ等）の組み合わせを含んでも
よい。
【００５８】
　１つの形態に対するシステム制御ロジック６０８は、プロセッサ６０４の少なくとも１
つ及び／又はシステム制御ロジック６０８との通信における適したデバイス又はコンポー
ネントに対して適したインターフェースを提供する、適したインターフェースコントロー
ラを含んでもよい。
【００５９】
　１つの形態に対するシステム制御ロジック６０８は、システムメモリ６１２に対してイ
ンターフェースを提供する１つ以上のメモリコントローラを含んでもよい。システムメモ
リ６１２は、例えばシステム６００に対して、データ及び／又は命令をロード及び格納す
るために用いられてもよい。１つの形態に対するシステムメモリ６１２は、適したダイナ
ミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）等の適した揮発性メモリを含んでもよい。
【００６０】
　ＮＶＭ／ストレージ６１６は、例えばデータ及び／又は命令を格納するために用いられ
る１つ以上の有形持続性コンピュータ可読メディアを含んでもよい。ＮＶＭ／ストレージ
６１６は、フラッシュメモリ等の適した不揮発性メモリを含んでもよく、及び／又は、１
つ以上のハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、１つ以上のコンパクトディスク（ＣＤ）ド
ライブ及び／又は１つ以上のデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）ドライブ等の適した不揮
発性ストレージデバイスを含んでもよい。
【００６１】
　ＮＶＭ／ストレージ６１６は、システム６００がインストールされるデバイスの物理的
一部であるストレージリソースを含んでもよい。或いは、ストレージデバイスは、デバイ
スによってアクセス可能でありうるが、必ずしもデバイスの一部である必要はない。例え
ば、ＮＶＭ／ストレージ６１６は、ネットワークインターフェース６２０を介したネット
ワーク及び／又は入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイス６３２によりアクセスされてもよい。
【００６２】
　ネットワークインターフェース６２０は、１つ以上のネットワーク及び／又はその他の
適したデバイスと通信するためのシステム６００に対する無線インターフェースを提供す
る送受信機６２２を有してもよい。送受信機６２２は、通信モジュール２２４を実装して
もよい。さまざまな形態において、送受信機６２２は、システム６００のその他のコンポ
ーネントと集積化されてもよい。例えば、送受信機６２２は、プロセッサ６０４としての
プロセッサ、システムメモリ６１２としてのメモリ、及びＮＶＭ／ストレージ６１６とし
てのＮＶＭ／ストレージを含んでもよい。ネットワークインターフェース６２０は、適し
たハードウェア及び／又はファームウェアを含んでもよい。ネットワークインターフェー
ス６２０は、複数の入力、複数の出力の無線インターフェースを提供する複数のアンテナ
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を含んでもよい。１つの形態に対するネットワークインターフェース６２０は、例えば、
有線ネットワークアダプタ、無線ネットワークアダプタ、電話モデム及び／又は無線モデ
ムを含んでもよい。
【００６３】
　１つの形態に対して、プロセッサ６０４の少なくとも１つは、システム制御ロジック６
０８の１つ以上のコントローラに対するロジックと一緒にパッケージ化されてもよい。１
つの形態に対して、プロセッサ６０４の少なくとも１つは、システムインパッケージ（Ｓ
ｉＰ）を形成するためにシステム制御ロジック６０８の１つ以上のコントローラに対する
ロジックと一緒にパッケージ化されてもよい。１つの形態に対して、プロセッサ６０４の
少なくとも１つは、システム制御ロジック６０８の１つ以上のコントローラに対するロジ
ックと同一のダイ上に集積化されてもよい。１つの形態に対して、プロセッサ６０４の少
なくとも１つは、システムオンチップ（ＳｏＣ）を形成するためにシステム制御ロジック
６０８の１つ以上のコントローラに対するロジックと同一のダイ上に集積化されてもよい
。
【００６４】
　さまざまな形態では、複数のＩ／Ｏデバイス６３２は、システム６００とのユーザイン
ターアクションを可能にするべく構成された複数のユーザインターフェース、システム６
００との周辺コンポーネントインターアクション可能にするべく構成された複数の周辺コ
ンポーネントインターフェース、及び／又は、システム６００に関係した環境状況及び／
又はロケーション情報を決定するべく構成された複数のセンサを含んでもよい。
【００６５】
　さまざまな形態では、複数のユーザインターフェースは、これらに限定されないが、デ
ィスプレイ（液晶ディスプレイ、タッチスクリーンディスプレイ等）、スピーカ、マイク
、１つ以上のカメラ（スチルカメラ及び／又はビデオカメラ）、フラッシュライト（ＬＥ
Ｄフラッシュ）、及びキーボードを含みうる。
【００６６】
　さまざまな形態では、周辺コンポーネントインターフェースは、これらに限定されない
が、不揮発性メモリポート、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、オーディオジ
ャック、及び電源インターフェースを含んでもよい。
【００６７】
　さまざまな形態では、複数のセンサは、これらに限定されないが、ジャイロセンサ、加
速度計、近接センサ、周囲光センサ、及び位置決めユニットを含んでもよい。位置決めユ
ニットはまた、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）サテライト等の位置決めネ
ットワークの複数のコンポーネントと通信するためのネットワークインターフェース６２
０の一部であってもよく、又は、当該ネットワークインターフェース６２０と相互作用し
てもよい。
【００６８】
　さまざまな形態では、システム６００は、これらに限定されないが、ラップトップコン
ピューティングデバイス、タブレットコンピューティングデバイス、ネットブック、スマ
ートフォン等の携帯コンピューティングデバイスであってもよい。さまざまな形態では、
システム６００は、より多くの又はより少ないコンポーネント及び／又は異なるアーキテ
クチャを有してもよい。
【００６９】
　説明のために特定の実施例をここで説明及び記載してきたが、同じ目的を達成するよう
に計算された幅広い変形及び／又は同等の形態又は実施が、本開示の範囲を逸脱しない範
囲で、ここで説明及び記載された実施例の代用となりうる。本出願は、ここに記した実施
例の適応又は変形を包含することを意図している。よって、ここに記した実施例は、請求
項及びその同等物によってのみ限定されるものと明確に意図している。
［項目１］
　無線通信ネットワークを介して、ユーザ機器（ＵＥ）と通信する通信モジュールと、
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　前記通信モジュールを介して、１つ以上の次のマルチメディアブロードキャストマルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ）が提供されるキャリア及び前記ＵＥによって用いられるキ
ャリア選択モードの指標を特定するＭＢＭＳアシスト情報を前記ＵＥに対して送信するＭ
ＢＭＳモジュールと
　を備える進化型ノード基地局（ｅＮＢ）。
［項目２］
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、前記キャリアを特定する周波数を含む、項目１に記載の
ｅＮＢ。
［項目３］
　前記キャリア選択モードは、複数のＭＢＭＳを提供する複数のキャリアの選択を優先す
る第１の選択モード、又は、信号品質に基づいて複数のキャリアを優先する第２の選択モ
ードである、項目１に記載のｅＮＢ。
［項目４］
　前記ＭＢＭＳアシスト情報はさらに、前記キャリアが非ＭＢＭＳアクセスのために制限
されているかどうかを示す、項目１に記載のｅＮＢ。
［項目５］
　前記１つ以上のＭＢＭＳは、別のｅＮＢによって送信される、項目１に記載のｅＮＢ。
［項目６］
　前記ｅＮＢは、前記別のｅＮＢより低い送信電力を有する、項目５に記載のｅＮＢ。
［項目７］
　前記ＭＢＭＳアシスト情報は、システム情報ブロック伝送信号に含まれる、項目１に記
載のｅＮＢ。
［項目８］
　装置であって、
　無線通信ネットワークを介して、進化型ノード基地局（ｅＮＢ）と通信する通信モジュ
ールと、
　前記装置に関連したユーザ機器（ＵＥ）が受信することを望んでいる１つ以上の目的の
マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）に関係した情報を
含むＭＢＭＳ関心指標メッセージを送信するＭＢＭＳモジュールと
　を備える装置。
［項目９］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、個別の目的のＭＢＭＳの周波数を含む、項目８に
記載の装置。
［項目１０］
　前記周波数は、前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージの周波数フィールドに含まれ、前記周
波数フィールドは、目的のＭＢＭＳ伝送信号が存在しない場合にヌル値を有する、項目９
に記載の装置。
［項目１１］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージはさらに、前記ＵＥが前記周波数上でユニキャストサ
ービスを受信する能力があるかどうかを示すＭＢＭＳ選択指標を含む、項目９に記載の装
置。
［項目１２］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記１つ以上の目的のＭＢＭＳのマルチキャスト
ブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリア識別情報、テンポラリモ
バイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）、又はサービス識別情報を含む、項目８に記載の装
置。
［項目１３］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記１つ以上の目的のＭＢＭＳが送信されるキャ
リア周波数の複数のサブフレームを特定するマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）情報を含
む、項目８に記載の装置。
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［項目１４］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、ユニキャストデータに対して利用できる前記ＵＥ
のデータ処理能力のレベルを示すデータ処理ヘッドルーム情報要素を含む、項目８に記載
の装置。
［項目１５］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記ＵＥに対するユニキャストサービスを受信す
ることに比べて前記１つ以上の目的のＭＢＭＳを受信することを優先することを特定する
優先指標を含む、項目８に記載の装置。
［項目１６］
　前記優先指標は、ＭＢＭＳが優先されるか又はユニキャストサービスが優先されるかを
示す１ビットを含む、項目１５に記載の装置。
［項目１７］
　前記優先指標は、４つの優先レベルの１つを示す４ビットを含む、項目１５に記載の装
置。
［項目１８］
　前記優先指標は、前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージに含まれる前記１つ以上のＭＢＭＳ
の全てに適用される、項目１５に記載の装置。
［項目１９］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、個別の目的のＭＢＭＳに対する複数の優先指標を
含む、項目１５に記載の装置。
［項目２０］
　前記ＵＥに現時点でサービスを提供している１つ以上のサービス提供セルの何れか上で
前記１つ以上の目的のＭＢＭＳが提供されていない場合、
　前記ＵＥの全ての受信機が、前記１つ以上のサービス提供セルからの伝送信号を受信す
ることに現時点で用いられている場合、及び
　ユニキャストアクセスが、前記１つ以上の目的のＭＢＭＳのキャリア周波数上で許可さ
れている場合に、
　前記ＭＢＭＳモジュールは、前記１つ以上の目的のＭＢＭＳに対する前記ＭＢＭＳ関心
指標メッセージを送信する、項目８に記載の装置。
［項目２１］
　前記ＭＢＭＳモジュールはさらに、次の複数のＭＢＭＳに関係した情報を含む電子サー
ビスガイドを受信し、前記電子サービスガイドに含まれる前記次の複数のＭＢＭＳから前
記１つ以上の目的のＭＢＭＳを選択する、項目８に記載の装置。
［項目２２］
　命令を有する１つ以上の持続性コンピュータ可読メディアであって、
　前記命令が実行されると、ユーザ機器（ＵＥ）に対して、
　ＭＢＭＳが送信される１つ以上のＭＢＭＳキャリアの周波数、前記ＵＥによって用いら
れるキャリア選択モードの指標、及び前記ＭＢＭＳキャリアに対する非ＭＢＭＳアクセス
が許可かれているかどうかの指標を含むＭＢＭＳアシスト情報を進化型ノード基地局（ｅ
ＮＢ）から受信することと、
　受信した前記ＭＢＭＳアシスト情報に基づいて１つ以上の目的のＭＢＭＳを受信するこ
とと
　を実行させる持続性コンピュータ可読メディア。
［項目２３］
　前記キャリア選択モードは、ＭＢＭＳを提供する複数のキャリアの選択を優先する第１
の選択モード、又は、信号品質に基づいて複数のキャリアを優先する第２の選択モードで
ある、項目２２に記載の持続性コンピュータ可読メディア。
［項目２４］
　前記１つ以上のＭＢＭＳキャリアは、別のｅＮＢによって送信される、項目２２に記載
の持続性コンピュータ可読メディア。
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［項目２５］
　ユーザ機器が受信を望んでいる目的のマルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳ）に対して用いられるＭＢＭＳキャリアのリソースに関係したマルチ
キャストチャネル（ＭＣＨ）情報を含むＭＢＭＳ関心指標メッセージを受信することと、
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージに基づいて前記ユーザ機器との通信をスケジューリン
グすることと
　を備える方法。
［項目２６］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記ＭＢＭＳキャリアの周波数を含む、項目２５
に記載の方法。
［項目２７］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージはさらに、前記ユーザ機器が前記ＭＢＭＳキャリア上
でユニキャストサービスを受信することができるかどうかを示すＭＢＭＳ選択指標を含む
、項目２５に記載の方法。
［項目２８］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記目的のＭＢＭＳのマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリア識別情報、テンポラリモバイルグル
ープ識別情報（ＴＭＧＩ）、又はサービス識別情報を含む、項目２５に記載の方法。
［項目２９］
　前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは、前記ユーザ機器に対するユニキャストサービスを
受信することに比べて前記目的のＭＢＭＳを受信することを優先することを特定する優先
指標を含む、項目２５に記載の方法。
［項目３０］
　前記ユーザ機器に現時点でサービスを提供している１つ以上のサービス提供セルの何れ
か上で前記目的のＭＢＭＳが提供されていない場合、
　前記ユーザ機器の全ての受信機が、前記１つ以上のサービス提供セルからの伝送信号を
受信することに現時点で用いられている場合、及び
　ユニキャストアクセスが、前記目的のＭＢＭＳの前記ＭＢＭＳキャリア上で許可されて
いる場合に、
　前記目的のＭＢＭＳに対する前記ＭＢＭＳ関心指標メッセージは受信される、項目２５
に記載の方法。
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